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Snow Pressure on a Guard Rail Located by Roadside Below Cutting Slope
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　近年、北海道において切土法面直下のガードレールが融雪後に脱落する被害が認められている。そ
の破損に至るメカニズムや時期、このときの応力等について未解明な部分が多いため、筆者らは被害
報告のあった上川地方において調査を行った。
　その結果、ガードレールの被害はビームの脱落が主であること、被害箇所は端部から２番目の支柱
が最も多いこと、斜面に近い設置位置のものは被害が少ないこと、斜面上方に設置される雪崩予防柵
の影響はないことなどが明らかとなった。
　また、雪圧計測の結果からは２月上旬の最深積雪期に脱落が起こったこと、原因は除雪作業による
直接的な圧力ではなく、堆雪内部からの作用によること、破断時のボルトにかかる軸力はボルトの許
容力を上回るものであることなどが明らかとなった。
《キーワード：雪圧；ガードレール；切土斜面》

　Roadside guardrails installed at the toe of cut slopes are found to be damaged when the snow 
melts each spring. Little study has addressed the cause or timing of such damage or the forces 
acting on such guardrails. To investigate these, the authors surveyed damage and snow pressure 
at guardrails in the Kamikawa region of Hokkaido.
　The surveys found the following: 1） the damage tends to consist of detachment by the rails, 2） 
the damage is most frequent at the second rail support from each end, where the bolts anchoring 
the rails loosen, 3） the damage tends not to occur at the midpoint of the guardrail, and 4） the 
presence or absence of an avalanche prevention fence on the slope does not infl uence aff ect the 
damage severity.
　The following were found: 1） the damage tended to occur in early February, which is when the 
snow depth is the maximum, 2） the damage was caused by the pressure of snow that had slid 
down the slope, rather than by the pressure of snow plowed from the carriageway into the 
guardrail, and 3） the axial force acting on bolts that failed exceeded the rated shear strength of 
the bolts. 
《KeyWords：snow-pressure；guardrail；cutting slope》
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　北海道では高規格幹線道路が伸長し、当初平野部が
中心であった路線も、山間部での建設が増えてきてい
る。
　一般的にガードレール等の防護柵は車両の転落を防
ぐために設置され、これまで主として盛土部分に設置
されてきた。高規格幹線道路ではこれに加えて、非常
電話や照明柱、カメラ支柱など道路付属物が多く、切
土箇所でもガードレールが多く設置されている。
　この切土箇所では、春先の融雪後にガードレールの
端部が破損する事例が2004年春以降確認されている。
　これは堆雪、除雪、融雪等の雪の影響と考えられる
が、その破損に至るメカニズムや時期、このときの応
力等について未解明な部分が多く、被害を防ぐ対策を
検討するにあたりまず解決すべき課題となっている。
　そこで筆者らは被害報告のあった上川地方におい
て、ガードレールの破損状況や部材にかかる応力につ
いて調査し、被害メカニズムの考察を行ったので報告
したい。

　既往研究では、旧建設省土木研究所による新潟県中
頸城郡妙高村と山形県西村山郡西川町における測定１）

が、ガードレールへの雪圧測定で唯一の事例と思われ
る。
　この事例は支柱間隔２mのガードレールを試験地
に設置し、一冬にわたりひずみ量等を測定したもので
ある。ただし設置箇所はいずれも高さ２mの盛土と
なっており、今回の計測箇所である切土法面直下とは
状況が異なる。
　既往研究では、ガードレールの支柱には最大で
40kN から20kN の水平力が測定されているが、最大
沈降力がその２～ 10倍の値であった。防護柵に関す

る一般的基準として用いられている「防護柵の設置基
準・同解説」２）で参考掲載されている耐雪型防護柵で
は、既往研究の成果を基に、鉛直方向の積雪沈降力の
みを考慮している３）。
　このように既往研究は盛土形状の道路で設置された
ガードレールに関する測定であり、本研究は、法面直
下に位置するガードレールについて、雪圧による被害
状況、積雪期における雪圧計測を通じて、ガードレー
ルの脱落被害に至ったメカニズムを新たに調査したも
のである。
　

　高規格幹線道路である旭川紋別自動車道のうち、被
害が確認された比布 JCT～愛山上川 ICで調査を行っ
た。当該区間は2004年に供用が開始された。
　この区間では、供用開始直後の2005年春の融雪後に
複数箇所でガードレールの脱落が確認されており、そ
の後も毎年脱落が見られている。

　設置されているガードレールはいずれも北海道開発
局道路設計要領４）に掲載の Gr-A2-4E タイプで、耐雪
型防護柵と呼ばれている。
　ガードレールはビーム（横板）と支柱が間にブラケッ
トを挟んでボルト１本で締結されている。
　設置されている耐雪型は、ブラケット部が一般型に
比べて板厚や幅が大きくなっており、積雪沈降力に対
抗している。（板厚4.5㎜→6.0㎜、幅70㎜→120㎜）
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2005年春に道路管理者において脱落が確認されている。
　ボルトゲージは支柱毎にかかる雪圧を比較するた
め、端部と２本目の支柱（ボルト）に取り付けた。
　一冬目（2006年）は準備の都合により、２月からの
２ヶ月あまりの計測となった。設置時に一部除雪した
こともあり、融雪後確認したところ、脱落の発生はな
かった。
　二冬目（2006/2007年冬期）は、初雪から融雪まで一
冬期間を通しての測定データを得た。また、融雪後端
部及び２本目の支柱でガードレールの脱落が確認され
た。しかし、計測中に機器異常があり、端部支柱は雪
圧データが欠測であった。
　

　観測年の気象状況について概観するため、２カ年の
積雪推移を示す。 は気象庁ホームページから入
手した上川アメダスに於ける積雪深の推移と平年値で
ある。
　2005/2006冬期、2006/2007冬期ともに平年値と比べ
根雪となったのは１ヶ月ほど遅かったものの、その後
急速に積雪を増加し、12月中旬には平年値を上回るよ
うになった。その後の積雪傾向は平年値に類似してお
り、消雪日もほぼ平年並みであった。この間の積雪深
推移は平年値に比べ若干多い。
　「設計積雪深に関する技術資料」５）によると上川ア
メダスでの再現最大積雪深は５年確率で120㎝、10年
確率で134㎝であり、最大積雪深で比較すると観測し
た２カ年はほぼ平年並みといえる。

　被害のあったガードレールは26箇所のうち15箇所で
あった。被害状況はブラケットの破損によりビームが
脱落している例が多かった（ ）。脱落まで至ら
なかったものでもブラケットの変形が認められた。一
方、ガードレール支柱、あるいはその基礎部から損傷
を受けている例は外見上ほとんど見られなかった。
　被害箇所は法面から比較的離れて設置されている
ケースが多かった（ ）。斜面積雪には積雪の変形

　調査は融雪後に現地を踏査し、実況を調査した脱落
調査とガードレールのボルトにかかるひずみを２冬間
にわたり測定した雪圧調査の２種類を行った。

　被害調査は2007年５月に現地で被害状況、周辺状況、
法面との位置関係を調査した。
　対象とした防護柵は切土法面法尻に設置されている
ガードケーブル、標識などの端末防護用のガードレー
ルとした。このガードレールは当該区間に26箇所存在
する。

　雪圧調査では脱落時期等を特定するため、区間中１
箇所のガードレールにおいて、そのボルトにひずみ
ゲージ（ボルトゲージ）を取り付けて、防護柵にかかる
荷重を２冬間（2006年２月～ 2007年５月）計測した。
　このゲージを取り付けたボルトは、ガードレールの
ビーム、ブラケット、支柱を締結しており、ここにセ
ンサーを取り付けることによって、ガードレールビー
ム（板）全体に掛かる荷重を知ることができる。
　調査したガードレールは上り線 KP=0.96附近で、
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　端末防護用ガードールの端部支柱は付属物と車両を
保護するため、極力法面に近づけて設置される。この
ため、法面や地面からガードレールまでの距離は端部
が最も短くなり、２本目３本目と徐々に広がる。法面
（地面）からの距離が短いと、上載した雪荷重が大きく
なり、またグライド圧が大きくなる。雪の内部変形で
あるクリープは地表面では０となるので、法面との距
離が短いと小さなものとなる。クリープとグライドに
よる雪圧の合力が２本目支柱付近で最も大きくなり、
２本目支柱の脱落割合が高かったと考えられる。
　１本目（端部）の脱落割合が２本目に比べて小さなこ
とは、雪圧のかかるビーム長が２本目以降に比べて短
いことに加えて、クリープによる雪圧が小さいためと
考えられる。また３本目以降の脱落割合が小さくなる
のは、支柱が法面部から一定距離を保った水平面上に
建立され、斜面積雪に起因するグライドやクリープの
影響が徐々に小さくなるためと考えられた。

(1 )
(2

)
4

(
)

(
)

　ガードレールのビームはブラケットを介して支柱に
ボルト１本で締結されている。ボルトは直径20㎜
（M20）である。完全に脱落している事例ではボルトの
押し抜き破壊によってブラケットのボルト穴が拡大し
脱落していた（ ）。ボルトそのものの損傷はほ
とんど無い（ ）。

による移動（クリープ）と積雪の地表面での滑り移動
（グライド）が作用するが、クリープは地表面から離れ
るに従って大きくなる。このことから被害の発生に
至った雪圧の発生にはクリープの作用が大きいことが
示唆される。

　次に脱落調査から、脱落時の状況を考察する。
は支柱の位置と脱落割合である。脱落は端部から２
本目が最も多く、ガードレールが脱落した事例のすべ
てで２本目支柱部が脱落していた。脱落割合は２本目
44％をピークで、３本目４本目となるに従って、徐々
に小さくなり４本目では８％となった。また端部（１
本目）は３本目と同じ被害割合であった。
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　脱落までしていない事例では、ガードレール上部が
道路側に変形している例が見られる（ ）。この
ことから、除雪圧が直接ガードレールに作用したので
なく、除雪雪堤も含めた斜面堆雪からクリープにより
ガードレールが押されたものと推察できる。
　このほか、防護柵上部の法面上に雪崩予防柵が取り
付けられていた箇所が約半数あった。柵の設置位置は
道路上からの高さ５m程度の地点である。しかし脱
落状況を見たところ、柵の有無による差はなく（
）、柵設置位置より下部の堆雪によって、脱落を受
けている状況が明らかとなった。

　つぎに雪圧調査結果について記す。 は脱落に
至った2006-2007冬期間のビームと支柱を結合するボ
ルトの軸方向応力推移である。測定で得られる応力は
主としてビームにかかる水平力となる。

　これらの応力挙動から推測すると、２月14日にボル
ト穴の一部が破損してガードレールが脱落し、応力開
放が起こり、一時的に堆雪とビームとの間に空隙がで
き応力が低下した後、圧密、焼結等の堆雪変形により
再びビームと接触、雪圧が再び掛かり、３月９日に完
全に脱落したものと考えられる。

　積雪開始以降２月上旬に至るまで、線形的に雪圧の
増加が確認できた。柵近傍の堆雪増加に伴うものと考
えられる。図中には急激な変曲点が見られないことか
ら、除雪作業による雪圧増加の影響は少ないものと考
えられる。
　線形的に増加した後、２月14日の13:00から14:00の
間で一時的な応力開放が認められた。このときまでに
観測された最大応力は174N/㎟であり、その観測後半
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日を経て応力低下が発生していた。応力低下の後、応
力が再び回復し182N/㎟を記録した後、３月９日10:00
に173N/㎟から51N/㎟に急落した。
　４月19日頃から応力に日変化が見られるが、これは
融雪によりガードレール板が露出し、温度応力が変化
したためと考えられる。
　ここでガードレール脱落時の状況について考察す
る。
　北海道開発局旭川道路事務所の記録によると、２月
14日、３月９日はいずれも除雪作業（新雪、拡幅除雪
とも）が行われていない。このことから、ガードレー
ルの脱落に至った直接の原因は堆雪内から発生した雪
圧によるものと考えられる。

　２月14日の上川アメダスにおける気象状況を見る
と、積雪深は約80㎝で、未明以降積雪深の増加は見ら
れない。また、気温は８:00から14:00にかけて -15℃か
ら -3℃に急上昇している。これにより斜面積雪の移動
が促進され、ガードケーブルの脱落につながったと考
えられる。
　このような温度の上昇は、積雪期を通じれば通常起
こりうることであり、特異気象状況の下でなく、一般
的な気象推移の中で脱落が発生したことがわかる。同
様の脱落は現状の施設のままであれば、今後も継続し
て発生する可能性が高く、雪圧を軽減する方策を講じ
る必要があるといえる。
　使用されているボルトはM20の普通ボルトである。
許容（軸）力６）は31.3kN である。２月14日の応力低下
時には軸力で42.6kN（有効断面積244.8㎟）となり、既
に許容値を超えている状況となっている。
　次にピーク時の応力を、盛土形状の道路で測定した
既往研究事例１）と比較する（ ）。ただし支柱間距
離が異なるので、道路延長方向１mあたりとしている。

　これによると、今回測定した水平力は盛土形状にお
ける測定に比べると1.1 ～ 2.9倍の水平力を示した。観
測年における最大積雪深は妙高村で300㎝、西川町で
390㎝となっており、今回の測定箇所に比べると両観
測地は３倍以上の積雪があり、既往研究が除雪をせず
に計測していることを踏まえても、切土箇所における
ガードレールにかかる雪圧が大きいことが示唆され
る。

　つぎに、端末支柱と２本目の支柱にかかる応力につ
いて比較する。 に示した2006-2007冬期間の端
末支柱データは欠測となったので、2005-2006冬期の
データを に示す。
　ここで、測定期間が２月以降となったことに留意す
る必要があるが、比較的長期間の継続したデータであ
り、２本の支柱にかかる応力の相互関係はこれで示す
ことができると考える。ただし測定の絶対値は機器設
置時に除雪したため堆雪状況が異なり、2006/2007冬
期に比べ小さくなったと考えられる。
　 によると、端末支柱にかかる応力は堆雪期、
融雪期いずれにおいても２本目支柱の７割程度の応力
でほぼ比例的に推移しており、端末支柱よりも２本目
支柱の方が脱落発生しやすい状況であることが明らか
となった。このことは、 で示した脱落状況の結
果と整合する。

( ) ( ,1982) ( 1982)

(kN) 
10.6 

9.5 (w=1.0) 
5.5 (w=3.0) 

4.1(w=1.0) 
3.6(w=0.3) 

1 0.52-0.89 0.34-0.38 
)w: (m) 
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　今回の調査からは切土箇所におけるガードレールに
かかる雪圧としては、盛土区間における既往研究で指
摘された積雪沈降力に加え、防護柵にかかるクリープ
も無視できないほど影響があることがわかった。
　脱落の発生状況が、一般的な許容範囲を超えること
から、ガードレールにかかる雪圧を軽減する方策を今
後検討していく必要がある。
　今後は脱落軽減に向けて、雪圧を防止する杭、防護
柵本体の耐性を高める方法などについて検討を行い、
現地試験を進めてゆきたい。
　最後に、計測準備、交通誘導等で北海道開発局旭川
道路事務所上川分駐所に協力をいただいた。ここに記
して礼に代えたい。

１） 建設省土木研究所：積雪寒冷地における防護柵に
関する研究報告書（その１）、土木研究所資料、
1885、142pp、1982

２） （社）日本道路協会：防護柵の設置基準・同解説、
（株）丸善、2004

３） （社）日本道路協会：防護柵の設置要綱・資料集（橋
梁用防護柵・耐雪型防護柵）、（株）丸善、1986

４） 北海道開発局道路建設課：北海道開発局道路設計
要領、2007

　　http://www.hkd.mlit.go.jp/zigyoka/z_doro/
download/downlord.html

５） 北海道開発局：設計積雪深に関する技術資料、
2001

６） （社）日本道路協会：道路橋示方書（Ⅰ共通編・Ⅱ
鋼橋編）・同解説、（株）丸善、2002

　本稿では、高規格幹線道路の切土法面直下に設置さ
れたガードレールの雪圧による被害状況についてまと
めた。２種の調査からは以下のことが明らかとなった。
１） 被害の原因は、ブラケットの破損によるビームの
脱落が主であった。クリープの影響などにより
ガードレールの斜面側堆雪からビーム全体に道路
側へ雪圧荷重がかかり、ビームと支柱とをブラ
ケットを介して締結するボルトに荷重が集中し
て、ブラケットの押し抜き破壊が起こり脱落に
至ったと考えられる。また、除雪による直接的な
被害は認められなかった。

２） 脱落した事例では、平年並みの積雪状況下で、２
月上旬の最深積雪期に破断が発生していた。また
破断時のボルトにかかる軸力は、ボルトの許容力
を上回るものであった。

３） 脱落のあった箇所は端部から２番目の支柱が多
い。 設置位置が斜面に近い端部は比較的脱落が少
ない。脱落は端部から４本目までの支柱の範囲に
多く、対策を施す際は少なくとも端部から支柱４
本の範囲に施すことが必要となる。

４） 雪崩予防柵の有無にかかわらず脱落状況は変わら
ない。ガードレールにかかる雪圧は最下段の雪崩
予防柵より下側の比較的位置の近い堆雪によるも
のと考えられる。

５） 過去の盛土形状における雪圧計測事例と比較する
と、切土箇所である今回の最大雪圧が1.1 ～ 2.9倍
となり、盛土道路に比べて切土箇所にかかる雪圧
が大きいことがわかった。

伊東　靖彦＊

Yasuhiko ITO

寒地道路研究グループ
雪氷チーム
主任研究員
技術士（建設）

加治屋　安彦＊＊＊

Yasuhiko KAJIYA

寒地道路研究グループ
雪氷チーム・地域景観
ユニット（兼務）
上席研究員
博士（工学）
技術士（建設）

山田　毅＊＊

Takeshi YAMADA

寒地道路研究グループ
雪氷チーム
研究員

寒地土木研究所月報　№660　2008年５月  29



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues false
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /AdobePiStd
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyle-Roman
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CooperBT-Black
    /CooperBT-BlackItalic
    /CooperBT-BlackOutline
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CourierStd
    /CourierStd-Bold
    /CourierStd-BoldOblique
    /CourierStd-Oblique
    /DCAiG-W5-WING-RKSJ-H
    /DCAiG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCAiG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCAiLineG-W5-WING-RKSJ-H
    /DCAiLineG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCAiLineG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCAiShadowG-W5-WING-RKSJ-H
    /DCAiShadowG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCAiShadowG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCCrystalG-W5-WING-RKSJ-H
    /DCCrystalG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCCrystalG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCHigeMojiG-W5-WING-RKSJ-H
    /DCHigeMojiG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCHigeMojiG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCHoLeiShoG-W3-WING-RKSJ-H
    /DCHoLeiShoG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DCHoLeiShoG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DCInlineG-W5-WING-RKSJ-H
    /DCInlineG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCInlineG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCKagoMojiG-W12-WING-RKSJ-H
    /DCKagoMojiG-W12-WINP-RKSJ-H
    /DCKagoMojiG-W12-WIN-RKSJ-H
    /DCLeiKaiShoG-W5-WING-RKSJ-H
    /DCLeiKaiShoG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCLeiKaiShoG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCYoseMojiG-W7-WING-RKSJ-H
    /DCYoseMojiG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DCYoseMojiG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFBrushRDG-W12-WING-RKSJ-H
    /DFBrushRDG-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFBrushRDG-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFBrushRDG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFBrushRDG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFBrushRDG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFBrushSQG-W12-WING-RKSJ-H
    /DFBrushSQG-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFBrushSQG-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFBrushSQG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFBrushSQG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFBrushSQG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFBrushSQG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFBrushSQG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFBrushSQG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFCraftDouG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFCraftDouG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFCraftDouG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFCraftSumiG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFCraftSumiG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFCraftSumiG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFCraftYuG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFCraftYuG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFCraftYuG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFCraftYuG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFCraftYuG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFCraftYuG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFFreeRyuSenG-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFFreeRyuSenG-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFFreeRyuSenG-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFFreeRyuSenG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFFreeRyuSenG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFFreeRyuSenG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFFreeRyuyouG-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFFreeRyuyouG-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFFreeRyuyouG-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFFuunG-W12-WING-RKSJ-H
    /DFFuunG-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFFuunG-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFFuunG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFFuunG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFFuunG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFGanShinKeiG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFGanShinKeiG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFGanShinKeiG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFGiHiG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFGiHiG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFGiHiG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicG-EB-WING-RKSJ-H
    /DFGothicG-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicG-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicG-SU-WING-RKSJ-H
    /DFGothicG-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicG-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicG-UB-WING-RKSJ-H
    /DFGothicG-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicG-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W2-WING-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W2-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W2-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoShoG-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFGyoShoG-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoShoG-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicStd-W5
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothicG-W4-WING-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothicG-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothicG-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Md-WING-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-SB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-SU-WING-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-UB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyuG-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyuG-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyuG-XB-WIN-RKSJ-H
    /DFKinBunG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFKinBunG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFKinBunG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFKoInG-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKoInG-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKoInG-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaShoG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaShoG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaShoG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaShoG-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaShoG-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaShoG-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiGaSoG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFLeiGaSoG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiGaSoG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiShoG-SB-WING-RKSJ-H
    /DFLeiShoG-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiShoG-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Md-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-SB-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-SU-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-SL-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-SL-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-SL-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMojiG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoG-SU-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoG-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoG-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoG-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoG-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoG-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFOYoJunG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFOYoJunG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFOYoJunG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFPGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-SB-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W3-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W5-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPClipG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFPOPClipG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFPOPClipG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPStencilG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFPOPStencilG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFPOPStencilG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFPPOP1-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLeiAG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFRuLeiAG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLeiAG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFRuLeiAG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFRuLeiAG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLeiAG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFRuLeiG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFRuLeiG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLeiG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFRuLeiG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFRuLeiG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLeiG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFRyuSekiG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFRyuSekiG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFRyuSekiG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFShinTenG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFShinTenG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFShinTenG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFShinTenG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFShinTenG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFShinTenG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFSinSoG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSinSoG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSinSoG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSMGothicG-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFSMGothicG-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFSMGothicG-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFSNGyoShoG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSNGyoShoG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSNGyoShoG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGeiG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSoGeiG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGeiG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGeiG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFSoGeiG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGeiG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGeiG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFSoGeiG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGeiG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFSoKaiShoG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFSoKaiShoG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFSoKaiShoG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFSoKingG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSoKingG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSoKingG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSumoG-W12-WING-RKSJ-H
    /DFSumoG-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFSumoG-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DHGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DHHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /Dotum
    /DotumChe
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Gothic720-BoldB
    /Gothic720-ItalicB
    /Gothic720-RomanB
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HiraKakuPro-W3
    /HiraKakuPro-W6
    /HiraKakuStd-W8
    /HiraMaruPro-W4
    /HiraMinPro-W3
    /HiraMinPro-W6
    /Impact
    /JSHSMinchoU-W3-WIN-RKSJ-H
    /JSSGothic-Md
    /JSSMincho-Lt
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /JustEditMark
    /JustHalfMark
    /JustHalfMarkG
    /JustKanaMark
    /JustKanaMarkG
    /JustOubunMark
    /JustOubunMarkG
    /JustUnitMark
    /JustUnitMarkG
    /JustWabunMark
    /JustWabunMarkG
    /Kartika
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoStd-Bold
    /KozGoStd-ExtraLight
    /KozGoStd-Heavy
    /KozGoStd-Light
    /KozGoStd-Medium
    /KozGoStd-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-Light
    /KozMinStd-Bold
    /KozMinStd-ExtraLight
    /KozMinStd-Heavy
    /KozMinStd-Light
    /KozMinStd-Medium
    /KozMinStd-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Regular
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MVBoli
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Regular
    /NewGulim
    /NSimSun
    /OCRB
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /SMI-KAZARI
    /Sylfaen
    /Symbol
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Vrinda
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


